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今年も暖冬でしょうか。我が家で法まだストーブを焚く必要を感じません。

世間の寒いニュースに心は冷えているんですが。何はともあれ、井戸端だより

も記念すべき 60号を迎えました。会ができて満 15議になりました。今留は普

還の装丁でお送りします。来るべき 70号を目指して鰐か有意義な活動ができ

ればと考えています。今後ともよろしくお騒いします。
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i月額会議壁(

月38 はく〉午話出時から持さん宅

参加者?名

①井戸端だ、よち 59号が記もれ、内容;こについて話し合う

②ごみ開題について、今治、松山などの分裂と東謹市立〉違いが法っきち分か

らない。

③市役所にごみ問題足ついで教えを申し込む事にする。

→*11 jヲ興会として東握市出前講麗申し込み

③全員で、がんセンター爵おレストラン「ス口ーテンポj で、昼食。 My箸

や食材について話し合う。 (Sa' K) 

*辛 料料料材料謀本求取材料率謀本とうおん出前講E室 料 料 料 料 本 来 材 料 材 料 料 料 材 料 納 * I 

-諮って一一一月
2持から、お話しをうかがうことで快諾を得、中央公民館に正式な申講醤を j

提出しました。その結果くらしの学習会宛に、 10B 19 8付市長名で?とう(

おん出前議麗受講承認決定選知書j がiきちれてきました。事前に愁たちが烏 i

i話しいた芝ぎたいとお額いしたのは、ごみむ正確な分別法、ごみ寂集後の行!

呈F7B愛護豪雪盟記事よ珍

雪月 6富市鰭棄物験討委員会都会合

務本志現愛援大学名誉教授を委員長に選径

東護市リサイクルセンター( Jii内町漕措センター}解体後む議論

e 資源ごみのストックヤ一戸

e パイオヂィーゼ撚料などの薪エネギー関連蕗設など の案示す

12毘 238盤援棄奇麗記事より

日見 22B指揮棄物検討委異会

東i霊前ワサイクルセンター嬢藷場の跡地科?警は、資議ごみストックヤード

する答率案まと長うる

ごみ袋完全有料吃;ごついて
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1 1月倒会報告 出前講座 「ごみ行致iこついてj

1 1月28日(水) rごみ行政についてj中央公民館婦人室に於いて、出

前講座として東極市生活環境諜の伊賀課長・青木さんに来ていただき説明を

受けました・参加者は 6名と少なかったのですが、約2時間、活発な意見交

換の場となりました。

始めに「家庭ごみの分腐と正しい出し方jについて説明を受けました。参

加者全員!日重信エリア住民だった為、どうしても日々感じている疑問につい

ての内容になってしまいますが、分別毎に最後にまとめて記させていただき

ます。

1 1月23日愛媛新聞の記事について r今後どうなって行くのか』の質問

をしました。@市寵棄物検討委員会は年 4 居間諜予定。窃)181U~型農蓮量逮

麗撞Jtl用についてはョ資東之さ与周表、トック士一-J!e玄.9答申案をまとめた。

(/日JII内では資源ごみの収集方法が多少旧重信と違って回収業者が収集する

前段階で仮置きする場所が必要との事)@ごみ袋の有料化についは、実施時

期・袋の金額等具体的な内容は未定。今後、区長会など各種団体に説明をし

経緯を検討委員会に報告をし、市民の理解を得る為アンケート等で意見を碕

く必要もあり、数年先のことになりそうです。

ただ、山ノ内藤却場も平成9年建設早 10年が経ち(耐周年数15--20年〉

現在平均20 t (最大22 t)焼却しているが、新焼却場の建設にも多額の

費用が必要となるので延命しながら使っていきたい意向。資諒ごみは増加の

傾向にあり、プラ回収回数を増やしてほしいとの要望もあるが、収集委託料

が増加していて難しいようです。ごみ叡集費躍注民でごd主主主年j農工亙毘璽

〈総額3億1100万円)かかっているそうです。いずれ完全ごみ袋有料は避け

られないでしょう。

東量市環のまちづくり推進事業について、家庭用てんぷら拾をバイオマス

エネルギーに!バイオディーゼル燃料は給食センターボイラーやリサイクル

センターのごみ収集車で使用。ペレットストープは、給食センター・ふるさ

と交流館・今年度南吉井保育所に設置しているそうです。

生ごみのリサイクルは、冷蔵された新鮮な廃棄物〈刑務所・給食センター
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フジかち出た鞠〉巷承j用。

底によっては費議長ごみの当番をしているが、自主的誌もので車として指導

をしているわけでは屯い。

参加者の一人はここ信年開で3関号iっ越し、そめ都度ごみ分瑚方法が変b

って顕った。百本金冨どこへ行っても開む分舗ならば開題註いめに。せめて

愛麗操全壊碍じに屯ら主主いのかとの意見が出ました。岳治体の考え方や壊まE

璃設の麓類抵ど問題拡艶々でしょうが私もi司惑です。究極のリサイクルの時

纏島県上勝露J())議』ことても鞠かい分部をし重量棄鞠を全て時舛へ出す方法もあ

りとは患いますが、小さい自治体だから出来る事だと思うし、分関ができな

くえまった場合〈老齢化@覇気など〉どう語るのでしょうか?皆さんはどう麗

われますか。そ申告量の費簡については分類崩まとめの中に入れていきます。

~分期ごとのまと時~

<藤やすごみ>シュレッダーごみ拡少量ずつ出す。

<紙類〉議荷量覇@誌告事主的中iこ雑草記@カタログなどを入れts.い。事奇襲華@員二告畿

鑑パック i主、入札によ暫鞍益が得られる。事喜一番に章者瞳離のみを、後書震で駿

ポール@雑誌類を関較している。

く空き告@金麗類>金麗のキャップ@蓋誌、全体の 1/2盟主の薬事きで分購

食用語缶の抽詩才HまそのままでE追い。

<ベットボトル>入札によ与引寝静先が変わる暗洋連盟素材lこリサイクル

くプラスチック>容器包装類自己醸るのでプラ由スプーン@フォーク iまその盤

iこ入れるG リサイクルセンターで入札、ベレット状に加工をしプラスチック

器科になるので、分踏が悪かった号、汚れていたら擦轄の鷲が額悪iこ詰る的

でキチンとした分闘が重要。二二重袋にせずそのまま透明袋へ入れる。トレー

詰スーパーへ出す。

く堂光釘@鏡〉蛍光野のガラス部分iま蛍党支nこワサイクルされている。

くその離の蟻やさ拡いごみ>製品働道具類。事をい捨てライターは上の部分を

外すか穴巷開けるo 土などでとても誇れた発鞠スチロールもその他へ。

<粗大ごみ>家主義リサイクル接対象品〈テレピ@捨麓醸@君主謹韓@エアコン;

は顕売臨へ。

抜けている事も多々あると拭患いますが報告を軽わります。 A. 闘
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ジャコウアゲハ冬自民中??

夏の間楽しませてもらったジャコ

ウアゲノ¥今、さなぎのまま

しに耐えている。我家の庭で、幼虫から

さなぎになり を産

み、幼虫からさなぎに、この過程を夏

の終りに楽しむことができ

そしてJ 、、、
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ブロック塀に、梅の木に、ノウゼン

カズラに、部患の中のゴムの木に掻き

ついている 5鱈のさなぎ、暖かくなる

までこのまま耐えてくれるの

かυ 今、梅の木は殆ど葉っぱが落ち、

小さい董がつきはじめている。ウマノ

スズクサの葉も枯れノた葉っぱが絡み

春が待ち遠しし、¥

ろう

、、t
J
/

日
令
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E 盈
12完 Zウ言 (完〉午前日時;之さ芦予鉄立才左京集合参部4名十三完地集合 Z名

在野:ま守 土 ゴ記念堂宮

] 2 )きの摂j会は伊丹十三記念館に行ったG

敷地に入るとベントレーコンチネンタルの出連えがあ号、大きくて内装が革張りのオ

ープンカ…に茂樹された。伊丹挟画監督とはこういう事に乗っていたんだなあと、い

わゆる芸龍入を知らない私;土、知らない世界を覗き見できるような気分にさせられた。

私の積丹十三は鉾震の印象が強い。外患映習にも出議する;まどの俳鍾だ、った復が越

のことでも才能に溢れた人とは知らなかった。

映顕監督になってから 64議で亡くなるまでの需に、山本の咲麗を作っていたが、ど

れも印象が強く、はっきりとした映F操が今も心にある。 最初の持品のくお葬式>は

静丹が 50歳までに経験したすべてのことを活用していた。後が元気ならば 74議。者

齢の挟麗監督としての作品が見たかった。

設の作品は日常の をうまく捉えて、私達に告分を披ち返るチャンスを与えてく

れたし、世の中の不合理さをわかりやすく教えてくれたし、人として生きていくこと

の拐なさや苦しさや語岳さや、数え窃れない;まどの勇気をもらったと患っている。そ

の時々、心のどこかで疑問に患っていることを、解か号やすく紐解くような作品だ、っ

た。今、設が生きていたら、作品にできる事実がたくさんある O 隣諸?庁爵題も年金問

題も。復が持る挟麗でiまどう解決していくのだろう O 日本の今をどう表現するのだ、ろ

う。答えがでないことに、持がなんだかわからないことを、彼だったらどう表現して

くれるのだろう。

伊丹記念館は常設、企画、喫茶、売J皆、収譲j章に分かれている。常設に入ると

さい嘆の設の写真や文章があ号、非凡さは生まれたときからのようで、天才か秀才か

はわからない。が、もしかすると前方かも。誌のコーナーで授の紹介があり、俳雷、

エッセイスト、料理、コマーシヤ/レ製作、 ドキュメンタジー製作、高業ヂザイナ…、

挟璽監督の鎮を一度にみせてくれる。小さい事の{宇品が今もあることに驚いた。

が残しだものだろう G 子操への愛需に盛れた入だったに違いない。研丹十三は母親に

愛しみ育てられ?と入だと恵久

のセット きの絵コンテがあった。中でも私がいい

あと感じたの辻設の別荘で議彰をしたときのテーブル。お坊さん投で したく笠

7 



洋二監替のくとらさん>でが縫っていたものというコメントがあった。智衆>

もお窃さん役で宥名な株譲の笠i土、最後のくとらさん>出撲になるであろうと言う要

毘監{どうか、私の事を志れないで下さい。)という言葉を伝えたとE監督に

智衆が言って(忘れないでいてくれて、あ号がとう o )と警が持かに書いていた。

いるような気がした。

ったが、{芦丹の絵がかかっている定はな次に喫茶タンポポ。私達ほお茶をする

いたクロッキーがかタンポポの出諜俳鍾さん遣を静丹がので¥入らせてもらった。

映麗のポスターに控っていたらしく、本物そっくりそれをそのまけてあった。

けることに、なるほど!と歩丹の多彩さに、また感心させられた。才能なんだなあ。 23

信議さんが笑っていた。ラーメン躍のおかみさんの若い宮本年前の青年俳鍾

子さんもいた。挟蕗〈タンポポ)は伊丹のそれまでの全てを注いだ作品だったんだと

を込めるとか、 どういえ法括わるをかけるとか、を尽くすとか、わせる。

ということがよくわかる。'-/ 
!'l 
ノのだろうといつも考えて

土ッセイスト伊丹十三とは。多彩な後のった Qで文芸震本をる詰iこを

τ 誌
ラ‘

ν一、
ノ。る言葉を楽しみたいとな経験から

約 2杯)ップカヲの半分 15郭令

， 
i 

む

4 

;何十三の鞠き玉子の材料配合

カップ

F¥ケ

少々

F
X
 

3 

しょう吟

味の素

コ-Y1密

王子

t~、 L

塩

を捷ったした。私iま今までゴマにあった手書きのものを書き写し記念館の

ことがありません。おいしいのでしょうか??疑問ですが

レシピです。お試し

g 

きを作つ



ジャコウアゲ、ハの絵葉書 会計報告(19年 12月)

. 
年・月・日 収入 支出

董

現在高1・. . . 
印刷費

， 
17・07・06 98，700 

振り込み手数料 ー120 . . 
重. . 

17・07・09 学習会より 100，000 クリアケース 1，414 : -234 . 
ミ々4?4、1)-句i:ー . 

17・07・15 5部販売 1，750 振り込み手数料 70 1，446 . . 
17・07・19 20部販売 7，000 振り込み手数料 70 畳 8，376 

量. 
17・09・28 15部販売 5，250 

. 
13，626 . . . 

書

17・10・04I 57部販売 19，950 送料 740 32，836 
車. 

17'¥0'06 学習会に返済 20，000 . 12，836 
' . 

16，756 18・03・10 14部(農産生協委託販売)3，920 
. 
E . 
' ， . 

18・04・03 送料 90 16，666 . 
生協用ちらし材料 198 

置

16，468 
11 315 

ー

16，153 
' . . 

18・04・11 l部販売 350 振り込み手数料 100 16，403 . . . 
書

18・04・28 1部販売 350 振り込み手数料 100 16，653 . . . 
18・05・04 2部販売 700 振り込み手数料 60 17，293 . 

E . 
18・05・30 20部販売 7，000 草メIjり用鋲

書

2，580 21，713 
送料 230 

事

21，483 
学習会に返済

. 
10，000 11，483 . 

ー

学習会に返済 ー19・12・10 10，000 1，483 
E 

、手何(.;;..市1p F f717 JV乙f 、
. 

』事
. 

毛S同i2-'z;ム
. ， . 
E 

ー曇

1・
E 

印刷枚数 1，015 "ゐ 、.一J一‘ι 

1 、 '“子
句

‘e 

会員配布 130 

贈呈・見本 87 

販売 135 
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~子ども達に伝えたい事~

中国究室教育援助協会の活動をスタートしてから、来年で 7年目と

なります。これまで、本当に多くの協力者に恵まれ、 j額調に支援は続

いています。

普段の{支援活動中の〉私は、パソコンの前に座り、メーノレを打っ

たり、郵便物を作成したりするのが主な仕事です。当会はメンバーの

皆で集まったり、話し合ったりすることはほとんどありません。メン

ノ〈ーさんとはメ}ノレでつながっており、パソコンや郵便物を通じて連絡したり、協力してもらっ

たりしています。今年、当会に協力してくださっている方は 120名あまりとなり、中国の方も増

え、日本各地、中国各地に協力者が増え、『大きな輪になったな'"'"'~としみじみ感じながら、年賀

状印崩をしているところです。

来年の活動ですが、これまで縁あって学費支援させてもらっている子ども達(現在 160名法ど)

とじっくり付き合っていきたいと患っています。中国の子ども遣には「このチャンスを生かし

て!Jと伝えていきたいと患っています。当会が支援できる金額は本当に小さなものですが、金

額以上に多くの入の手、患いが詰まっています。この小さな学費支援をきっかけに、「進学の夢を

あきらめないで欲しい。大人を説得し、罵国を動かし、一日でも長く、学ぶ楽しさ、皆と過ごす

楽しさを味わって!Jと伝えていくつもりです。

日本の子ども達にも、中国紹介授業等を通じて、自分の患いを伝える機会があります。自本の

子ども遣には、いつも、下記のようなメッセージを伝えています。

中歯文化は深く、複雑です。そして、今も急速に変化しています。私は中間で暮らした事で、

畏本にも宮を向けないと…〈宮本をきちんと説明できるようにならないと…)と、思うようにな

りました。

中留の人はヂィベートが得意ですし、大好きで、普段から議論を戦わせています。話をすると

き、日本の H だいたい… n では納得してくれません。日全体が00で、そのうちの街パーセント

の00がxxだからムムになる。 と説明しないと、納得してくれません。なので、頭の回転が

速く、計算が得意で、数字に強いです。麿史もがっちり覚えていて、 「あなたはどう患っている

の?j と必ず日本人としての見方と、自分自身の意見を求められます。また、 「お金持ちになり

たいJと居壊が明確で、それに向けてがんばる民族です。

詰本人が中霞人をちらつとみると、 「声が大きいし、話し方は喧嘩しているみたいだし、安い

物ばかり買いたがり、一緒に酪売するとお金に汚いと開くし・・・j と感じる部分があるのではない

でしょうか・・・私も、中国に行ってすぐの顎はそう感じていました。でも、半年、一年と綾ら

の生活を晃ていると、後らの状況が見えてきました。中菌の人は、普設は節約家ですが、皆で楽

10 



しむ時は、どーんと支出します。もてなしを大場にします。地入には冷たいですが、友人になる

とき分の罵事 φ 仕事を投げ告してでも友人を助ける、靖の深い人たちです。辛抱強く、努力家で
-'一一角
ヲO

これからのB本、冨捺fとがなければ、患は額違いなく衰退します。これからの若い世代の方々

にかぎらず、多くの留の人と交読し、彼らと議識を交わし、後らの文化をしっかり感

じた上で、接々な判誇庁、お付き合いをして欲しいと患っています。タト罷語はやる気になれば、告

し、共通の興味@話題 <何か一つ、 「オタクJな入になる> があれば、タト

;こは、

然と身につきま

罷の人と離しくなりやすいです。

いろんな方向から物事をとらえられる日本人になって欲しいと患っています。

未組菅代表中麗児童教育援境協会
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薪?島県中選沖地震に諜わる竪諜支援に行ってきました

平或得年 7月時自の全塁塁吉治体痛混協議会からのファックスによる欝い合わせに引き

続き要誇があり、急なさそ定となちました。あわてて準講を進め、すったもんだの末にチー

ム編成が決まり、なんだかだで、松山から均時爵余もかけて干善治地の上越市に蓑きました。

構成iま震関 2名〈うち 1名は運転手兼缶入看護部 2名、薬剤郡守名、事務 T名と運転手

骨名計 7名で、患者搬送車とミニパン車に分乗しての移動でした。調捧的には疲労密嬢で

したが精神的には高揚していました。

支援すべき被災地の棺鯖市はよ護市から時km余りで、通常では高速道路を鏡ってお

分弱で行けるところです。被害の爵立たない上越市から桔鵠市lこ近づくに従って、

路も!輩記、結没及びうねりが激しくなって変則片横~ 1率隷定仔と速度輯醍がおこなわれて

いました。約 1時韻かけて市内に入ると道路の状態はますます悪くなり、家還が道務上ま

で犠壊している状態で一殻車関、救援岳言語車等々で誤滞していました。

対策本部で巡冒する担当避難所 3か所〈柏鯖小学校、中通コミュニティーセンターと

学校〉が誤り撮られましたのそれぞ、れ体育館の来の上にボードを敷き詰めて、莫藍を

た上で布毘を敷いて寝ていました。巡部;ま午前と午後の二屈でした。午能の巡回では

会社勤めや岳宅の整理等での不在者をEきいた子供と

ってきた人たちが加わりました。

が対象で、午後に辻避難所

は還っていましたが、水道とガスがまだ密接していませんでした。市からの応急危

り出されて立ち入り輯接されている家がありました。また、家震が安全

でも水道が回覆していないので避難所生活を続けざるを得ない人たちもいました。

市立説法百己?ヂ
緩主夫銃刀打」 対策本部から 、保鰭揮さんとボランティアの人たち及び患者転隷

が活動していました。保棲蘇さんも能の喜治体からの支援で来ていました。巡患に行く

と保健訴さんが靖報を提洪してくれて大いに助かりました。議島黒からの課鰭揮さんは全

にラジオ搾議の襲、高波霊長り持換を指導して楽しませてくれました。 トイレは避難所の

タトに額易トイレがほほ十分な数が鍛え付けられているように患われました。富衛宮家i土水や

永の捕絵や、炊き出し活動、お悪呂の準縄に加えて、広い体育舘iこエアコンの設震を行う

など大活羅でした。ちなみに感呂は粕崎小学校で段“練罵の場"で¥東京の繰馬からの諌

よるものでした。 中議コミュニティーセンターでは“熊の湯"で、

らの派遣部瞭が設蛍していました。

我々の霞療支援は地震発生から 1選開後の活動で、すc 病気でいえ成急性揺が通ぎ

に梧当します。すでに醤内の毘疲機関はすべて診疲可能となっていましたし、急控望書で入

践の必要な悪者さんたちは既に各毘療機撰に入践していたようです。その中での巡密産援

活動でしたが、診察はしても処方雪量発行は許されず、持参薬舟で可能な行為しかできませ

ん。救急処量が必要な患者誌購院へ受 もらえるギ:読ムにはなっていまし で

12 



5告需も飲食できない子供が急性駿症〈虫垂炎?〉で入読方言諜の必要があると説明しでも、

手段がないと拒越される母親を著護部や保鍵訴さんたちと説得した翌日になって議員に入

践したとの諾を聞いて安ゐしました。

受診内容では持病の棺談や車j玉髄定を者聾されることが多いのはもちろんですが、特筆

すべきは購神的な開題です。それまでのR常生器と異なり、プライパシーが完全には楳た

れず、いつ終わるかも不明で変化のない避難所生活。その龍、非毘常釣な藷々のストレス

が横み重なり、不満と詰って蓄接されているところに我々“余所者"が来た。そこで思い

の丈を話せるだけ話すとそれだけで一時の安らぎが得られることになります。最拐は誤な

がらに訴えていた人が次第に変化して穏やかになっていくのを患の当?とりにするとほっと

します。

.:?-よ JかEゴコマ念ベ ρ，1.::' f-. I，，~婚が h ス町議れを拾っI，;;EJI，~'/コをま l
~ -"L"，←、s、ー吋/'0μ 、タi匂.; t/~)ii.< ~./ ....:ァ、 、ー一 ではなく

をいたわるベッドの設賓のように患われました。そ誌に行って向うと笑顔で「長生き

するといろんな経験ができるJと話されたのが部象的でした。

われわれの医蝶支援活動の中で最も好評だったのが東洋毘学の!歪蘇によるお灸でした。

最初は半告半様だった入たちがー患者のヨコミで誌がり、どんどん希望者が増えて看護師、

、さらには事務職員の手も錆ちなければならないほどの忙しさとなっていましたむ

W援舗の巧みな話鮮と卓越した技指で患者さん辻心身ともにリラックスしていました。

午後の巡題詩鴇灯時簡の午後 9時半;こ終わり、午後村時ごろにと越市のホテルに着い

てからの夕食となる生活でした。

最終誌には柏崎Ij¥:学校の水道が密謀しましたが、中i岳地区は由;寵していない状況でした。

また仮設生宅の建設も始まっていました。我々は予定を立てての行畿でしたが、被災地の

人たちはまだ先の見えない不安な生話を送られていることと患います.秘⑨得。

実質 313需の寵蝶支援活動を終えて再び均時間余りかけて無事松山に撮ってまいりま

した。急ごしらえのチームでしたがそれぞれの髄性を生かしてスムーズな活動ができたと

虫魚しています。 {結，0.)
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:J -{ iJッぜン暖セブ重量へ 需銀生部議

11月7謹 i車i
いよいよ、ヲタヲクドキドキのセブ島への旅の始まち。平轄集合のため、

関行の皆さんよりー昌平く出発する。本弁iへ繋ぐ 3本の播を眺めながら先

ずは欝空まで。ホテルE続へ。明言からは豪華な?食事を!と、パンとお

茶の夕食。今、しなければならないこともないし、有料のテレピをみるこ

ともない。こんな静かな空間があることに安らぎを覚えながら騒りにつく。

Lヱ長母語 {木i
今Eの仔撃ちをチェック。アレー 関空まで送った宅急便の送ザ状がない j

何度見てもなし汁さでは家のどこかに?と・ イ可変罫かの電話に

夫に探して貰うが見つからない。ホテルの豪華な朝食もそこそこに詩物の

受け取ち場所へ行く。伺のことはないサインひとつで簡単に受け取ること

ができた。私のようなあわて者がいっぱいいるんだと苦笑する。実は、受

取った蓬後、財布の中に大事にしまってあったのを発見c

7持部分、 5入の関空組が関宣言霞!際空港に集合。§時 55分、 iまぽ瀦療

のジャンボ機ブィリッと。ン航空で先ずマニラ/ニイノ・アキノ国際空港まで。

この空港ターミナル 2 (す 2) はs本の国捺協力銀行を通じての支援 (0

DA で建てられJたと額くと親近惑を覚える。 1時輯半の乗号つぎの関に

をベソに再饗する。時差はマイナス 1時間。再び瀦轄のジャンボ磯ブイ

ヲッピン統空爵内線に乗る。磯内から見える島々、ブィヲッぜンには 7，

もの畠があり、入が設むのは 1，000ほど。君主巻状の繋が擁き立っている。

んぼのような蛮境りがし五くつも広がっている。塩田らしい。午後4時持

分、まだ鳴るいうちに百的地のセブ冨擦空港へ箆着。現地捺員でE本語の

なマロンさんが出遅えてくれる。少し暑いが護気i之さlまど感じない。

一方、成毘組の 3入はセプ島への蛮行漢で諮着。シャングジラ e マクタ

ン e アイランド@ジゾート@スパホテルで合流。 選後での開級会以来一年

ぶ号。

このホテル拭安信爵総理も参加したAS E A N S Ml¥1 Iすの主会場

でもあったセブエジア鑓ーの一流リゾートホテル。広大な敷地の入r=lには

と金罵探知機の検関がある。セブ在設の豆さんがホテルで追えて下

さち感動の対露。全員安壊の表十音。



そもそもこの計曹は、 2年前にまさんがセブ農で鉄骨機械製缶、船体の

製作会社(ブイジッピンE室内のヨ系企業及び自本の新語鉄)11時重工業等が

輸出先〉の校長に就告したのがきっかけ。言立西も前々密も爵級会に参加出

来なかった彼辻 f次臨はセブ島で間級会をj と提案してくれた。それに乗

ったメール仲間が待r護となくやりとりをし、また、広さんからは「セブ島

はブィジッピンの中で一番安全、私が一緒ですので安心して来て下さい。

メディアが騒がしいがー殺の人はノ荷の兆しも感じていませんj との言葉に

勇気苔簿、実現にこぎつけた。

患いっきちの笑顔の怠ノE吋莞 5名・女 3名}が捕ったところでホテル内の

中華料理j苫で再会を祝して乾杯。若いウエイトレスと英語の軽妙なやちと

ちで玄さんが選んで、くれた料理の味誌最高。ま?と夫々の幼い時の患い出言き

や苦労話?が更にいい味付けをする。少し料理が残った。テイクアウトを

して瓦さんの運転手〈若くて実度そう〉 iこ持って婦ってもらうという。こ

こではこれが常識とのこと。食後ホテルの露盟内を散歩。急に暗くなち照

ぽつぽつ。急いで、号iき返す。スコールを想、橡したがすぐにやんだ。

11 J望号罷......l金i
5時前毘覚める。ホテルの 8曜から見える権富は轄の光でゆれ重さき、木々

試太犠のやわらかい光で急づきスズメも轄を告げている。 6s寺出動の建業

と患われる若い男女が列をなしてホテルに吸い込まれていく光景など眺

めながら、今告はいい天気になちそう"'-'""-' "'"と。

ホテル内で軽食ノミイ中ング。整然と並べられたカラブんな料理で、いっぱ

い。代金はし245ベソ。マニラ空識で両替した時の為替レートは Eベソ約2.72

O リ lこ換算すると、約 3，4∞丹の豪華な較食だっ

今自はホテルのピーチジゾートで過ごそうと、水着で出かける。お世話

役の Y さんから出発前に「ダイピング揺の水中ピデ、オカメラをノ弔意して行

くので、シュノーケルまたほ体験ダイプの機会が有れば記念に水中譲影を

したいと患います。敦ち敢えず水著だけは黒意して」とのメールに、もう

水着を馨る機会もないし折角のクヲスタルブルーの海につかってみたいと

態を披露? 水際まで、寄ってくるlOcmほどの;集。熱害魚もい

る。昨晩、豆さんが f;急にj と持たせてくれたパンをちぎってやると、表

冨が墨ちょがるほど来るわ来るわの魚の群れ、体をつつかれくすぐったい。

詠ぎの上手な人は少し沖へ出てのシュノーケル体験を Y さんが水中ピデオ

~. 1'"' 

1:) 



カメラで撮影。平詠ぎしか出来ない私も興味だけはあり、ンュノーケノレを口

にくわえてみるが要領を得ずすぐ息苦しくなり様にならない。その患のう

ちの撮影会で見た我が姿の現実に「カットJを強くお願いした次第。

紺碧の海、強い陽射し、遠浅で珊瑚礁の白い砂浜、ウインドサーフィン、

羽を大きく広げたようなパンカーボート等を見ながらポーっと過ごす至福

のひと時。アイスクリームの美味しいこと。それもそのはず?一倍 1，0∞
丹。{日本では関じ物が 200向くらいかな?)男性の誰かが言い出した。「ホ

テノレ内は如何にも高いから明日からの戟食は昨で買って来よう Jと。それ

にしても今お昼時、昼食を調達しようとホテルのレストランに掛け合うが

らちがあかない。仕方がないと、魚にやった残りのパンと H さん持参のピ

ーナツで旗ごしらえ。較と塁、なんと言う格差。わずかの食べ物を分け合

った幼い頃を思い出しながら rKさんに呆れられるだろうねJなどと大笑

いしながら童心に婦りまたまた話が弾む。

夕食は K さんの招待でセブ・シティのレストランで海鮮料理。途中明呂

からの轄食を買い込んだのは言うまでもない。ホテルのあるマクタン島か

らセブ島市内へは 2本の橋で繋がっている。道中、ちょうど婦宅時間のラ

ッシュ時、車、車、車が車線など関係なく右往左往と走っている。定員 15

名(向かい合わせに座り〉ほどの車には行き先を示す数字があり、車体全

体に派手な塗装がびっしり、イ可処からでも乗れる何処でも障りられる便利

な交通機関。走行中の車の乗ち降りは常識のようだ。よく事故を起こさな

いものだと感心する。これはジプニーといって米軍の乗っていたジープを

乗合パスに改造したものだとか。

さて、夕食はと言うと、実のぎっしり詰った蟹、芭蕉の葉っぱのlIll、パ

イナップノレを器にした焼き飯、スパイスをきかした珍しい料理、どれもロ

に合う。女性遠の飲み物は専らマンゴージュ}ス、すっかりマンゴーファ

ンになった。自の見えない人たちの生横奏もあり、 K さんがチップを弾む

と日本の歌を演奏してくれる。大いに満足した夕食を済ませ、 2台の車でホ

テルへの帰路、後続の徐行していた車に幼児を抱いた若い女性が開いてい

た窓ガラス越しに物乞いをする。お金を与えるとまた、ほかの者も寄って

くる。そんなこともあったとか。

11JEJ10B (土}

今田はボポーノレ島観光。 7時 15分、ホテノレを出発。 Kさんも間行してく
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る。溝痛の 2待関の船/?言。民本語の発音のきれいな女控のガイドさんに

る約 5時需の観光。道路の商議の食料品等を売る密j吉密の整った箭笠に

は、 トライシクノレ〈オ}トパイ iニサイドカーを付けた 3草案の乗物で定員は

2人のはずだが、長 '"'-'5ノにの乗車も見た〉の群れ?ガッタンガタガタと忙

しそうに入を選んでいる。

市密地を還り過ぎ海辺にある泉護課余蔑お九、1565年スペイン初代総督が

スペインとフィリピンの友好条約を結ぶためにこの地へ上聾した時、島の

酋長と総督は互いの騒をナイフで、鎮つけてワインに車を注ぎ、それを欽み

商留の友好を警い合ったという。

次;立心之之:3とf議会。 活路年に建てられたブイジピン最古殺の教会。内

部;立志く薄暗く独特な静寂に包まれ、 2~告には博物館があちスペイン統治

時代の糞重品が展示されていた。

保護森本本埼還を過ぎると璽患景が去がる。 2類作のため、な穫関擦の

稲田と今から播える水窪、民本では見噴れない光景。お米が美味しいこと

で有名らしい。万点ぷこ諜着。ヤシの木で縁歌られた遊覧船に乗ちバ

イキングの昼食を務ませた奇襲;こ船は動き出しと応ふを楽しむ。)曜がrb.く

水量も多い。実をつけたバナナやヤシの木など熱帯林を競め、生バンドの

、譲奏を関きながらゆったちとした時間が過ぎて行く O 途中、陸に上がる。

大人から子どもまでの男女時人程の現地入が太鼓や鱗ちゃ離れた場所から

松暁に火をつけるパホーマンスを披露する。

いよいよボホール島最大の見所、;とふ::::zに二とふ;2ぷ恥ヘ患の書官によ左がる

無数おお擁を伏せたような小高し ガイドブックによると、「高さ 30~-40

メートルの円錐形の小丘が約 1∞鰹、地平線の果てまで続くという独特

景観をみせるo 4 ~6 月の乾識にはその急が禄からブラウンに変色する

ことからこC名が付けられたj という。この景企を堪能したかったが生矯

が捧ち出した。が、この雨もパスに乗る嘆にはもう止んでいた。

世界で一番小さなふ点桑;iAl銭ね鮫除漆議ぷ総よ玄ζぱd 叩がこも

会えた。壊の中;こ入って行くとキョトントした真ん丸い大きな患のターシ

ャ3匹が設にしがみついている。コウロギを串穀しにした鋲をやると霞分

で、持って食べる。一段下の撃では 2[ZCのターシャを抱かせて糞った。手の

でごよごよしてこのよもなくかわいい。斡での婦途、この余韻を楽しみ

ながらいつの需;こか誤っていた。夕食誌号本レストラン「潜舟J~こで。

ミア



11持 11富〈罷〉

男性4名i土早較からゴルフに出かけた。位5名はマ立ンさんの案内でセ

ブ市内観光。セブ識の亙ぐそばにある芝ぶ三ム足素案薮んイスラムの議競

などの務番手のためは持られ、その後アメジカ続治時代に泣兵舎として、第

2次世界大戦中は霞本軍による捕議収容所として鰻われたとしづ O

土にふニえ芯示立競念c サント・ニーニョとは「幼きイエスj のこと。

マゼランがセブの女王lこ贈ったと言われるその像が絞められていて、当地

の人たちの守護神だとか。ちょうど自曜告の礼拝の最中。熱心な信者で護

れていた。一方教会の広場に辻子ども遼が観光客と J思しき入の鴇を引っ張

号、お援を押さえ物乞いをする。また、混雑している道路。徐行している

主主の際関を縫って子ども還が新顔合売り歩く。

セブ・シティの台所と言われるえ芯と議立必忠広点ぷ烹場主葉忠よ及品

業恥狭い遵嬬の両{員，Ijにびっしちと並んでいる食撞品を始めとする Ss需品が

道路にせち出し、やっと車が一台通れるほど。野菜や果物は宮本で見かけ

るものも多い。今程の旅行の話的である現地の人たちの生活ぶりを写そう

と車中からカメラをむける。

セプ・シティの中心苦ぎを設け、小高い丘;こぶこと足ニムLK25と呼ばれる

高級住宅箭へ。「老子j が詑られている議敷支援と共に今まで見た街並とは

全然違う雰露気。ここに住んでいるのは殆どが中盟系の人々で、経捺活動

が盛んなのは後らに負うところが大きいと開く。

レストランでバイキングの墨食を済ませホテルで一休みの後、たっての

希望を欝き入れてくれた及ぶl::Al謀議ぷふとえふ之友薮顛んセキュジテー

のしっかりしている広大な敷地に立っているマンションの一室。「こんなに

大勢のお客さんが来るのは初めて、スジッパが是ちなくて先ほど翼ってき

たj と。単身赴佳の男世帯と患いきや「マァー jかわいいお部墨!Jメイ

ドさん(知人の大学生の娘さんを預かっている〉の趣味だとか。美味しい

コーとーとクッキーをいただきながら、一年前の間級会のピデオを晃た号、

都合が付かず参加出来なかった隠さんのメッセージを読んだち、本人に電

したちの楽しい時構だった。

夕食までの時題、本震忍ニぷなでおみやげの質物をする。入口ではハン

ドパックの中まで検査する。松山にはこのような大規撲なスーパーはない。

ひどい混みようで正先生を先頭に生徒がぞろぞろとしづ感じ。諜逮へのお

みやげを襲五一転おじいさんおばあさんの顔になる。
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またまた K さんにご髄走になってしまった。イタジア料理。ここのオー

ナーとは親しいらしく挨拶にきてくれる。ピザやスパゲティーを始め珍し

い料理が並ぶ。

ここで瓦さんとお別れした。吃しいと宇、ずっと付き合ってくれたことに

感謝した。別れ擦「本当に来てくれるとは患わなかったj とC 援の最高の

歓退の言葉を受け敬った。

11晃 12ー監J塁i
とうとう1号る Eが来た。ホテルのショップで残りのベソを鎧ってしまう o

Y さん詰ボホール島でダイピングをするため婦冨は 3S.後。後 7入試マニ

ラまで一緒。そこから夫々の出発地に向かいその詩の内に婦君。私はと言

うと、環空毘蕃後、善事毘発日時 50分の夜行パス;こ乗号翌朝日毘に無事揮

宅した。

楽しい楽しい旅だった。照級生の気楽さってこんなに穣やかな気持にな

れるものだと改めて皆に感謝した。 持の損得も格差も感じなかった幼い時

の患い出語、その壌から半世紀経った今の現実、今からの夫婦のあザ方な

ども話題になった。女性3人組の部ノ翠では、毎晩選くまで窓ちょとめのない

おしゃべりが続いた。

た、 K さんの仕事に対する種念、愛?曹を持って従業員iこ接する態護、

セプの生活に捧げ込み、楽しみながらの真撃な生き方にも感動した。一撞

りのよ流階級を掠くー殻社会の人達の生活は大変貧しそう。でも滞在中に

接した若者遣は素査ないい笑顔だった。

の Kさんからのメールによると、 12ノ号 22Eは会社のクリスマ

スパーティ。従業員と家接霊的人の出患で、賑わうそうだ。親兄弟、親威、

近茨で、動け合って顎るく生きている姿を壇間見て、ブイジピンという盟が

近くに感乙られるようになった。セブ島iこは器本企業が 100社以上選出し

ているし公男籍法タガログ語と英語、 NH誌の BSが見られ、香港から毘本

経誇薪欝も夕方窟くと開くと尚更だ。

本ときに行ってよかったo Kさんに教えてもらった現地の「サラマッポ〈あ

ちがとうH の言葉を 5S関一緒に過ごした 8人の仲間に荷度も贈ります。

・装〉
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老人露護費

設がE蓄の難題誌老人の増え議ぎちしい。老人援療費に介護課験料金、どうし

ても若い方立迷惑を器ける議になっている。

自分が元気な関誌、お年寄一人一人が気を付汁ればいいのにとか、福栓にお

金を緩い過ぎよとか勝手な事を言って来た私。それが七十識を過ぎると、運動

もし食べ物にも気をイすけていたø~之島正が高くな号、薬~1醤でiまどうにもなち

なくなった。盛涯が苦八十設になると、勝誌ドキドキイ可をしてもしんどい。こ

れ法異常だと検査を受ける事にした。 -i塁間入院し、心議爵にエコー、シンチ

検査と近代産学の先端の磯具の中に入り、最後iまカデーテル境査をする事にな

った。腕かろ入れもれたカテーテんから液を入れ透読をすると、車液の流れが

ー誌で分かり、私的車E互の高い諜留は、警霊寺駅おつまちという診離になった。

放っておくと腎騒がやちれ窃号歌ってしまわないとだめだと開き、私も家族

も驚いてしまい医鱗の説現を受汁ることになった。

車管を拡げるとはいろいろな方法があるが、患のつけ認かち艶摂にカチーラニ

んでふうせんにステント〈スト 2ーの壊な金}を被せつまっている所迄行った

らふうせんを拡げステントを撞いて滞るというもの、説暁では簡単そうなので

「お騒いしますj と言って木曜自を持った。青い指子に青い手術着、点満を付

け康管を入れ、主事詩子の人となった。病室の方や家族に「譲譲ってJと麟まさ

れ、手矯室へ向かった。手続室誌、看護鮮に震揮六、七人の方が準嬬して待っ

ていて下さった。手術蕃は鉄で切ワ τ字帯も諜け、組板の鰹とはとの事ガチガ

チ蓄が鳴る謹繋議し、「寒い寒しりというと、「宇惑がる事iまないですよj と罵を

ボンボン持さえてくれる看護酪さん。器購辻三人でチームを組んでおちれるの

で、手早く作業が進む。部分蘇酔立ので、痛い事もないし、今どんな工程なの

かもよく分かる。蒐に角平く終わって欲しい事ばかりを祈ち毘をつぶっていた。

iTh1十分設で娃聾は絡わ号、今麗詰ベットと乗せちれ病室迄簿った。「おかえ

ちj と絵手で遊えられ、機わったんだとー怠ついた。それかもが大変、勤続に

いろいろ物を入れての手術なので鉢も足も動いてはだめ。蘇酔が捕えて来ると

足は嬢い、背中は購い、水;立欽みたい。

これ位なろと家族の者も撮ってももったので、一喪C長いこと、痛い較れな

い求が数みたいc 墨も食べてないのでお譲辻空く G 泣き乏い位だったが、
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来るのを待った。

重きかなかった抵ずなのに、出車が右是にどんどん拡が号、二遺構過ぎた今も

黒ずんで譲れて、歩き立くい。

検査に五吾、経麓立七毘の入龍だったが、家読の者にも 嬬室の方々にも迷

惑を掛け、看護訴さんや援輔の方々にも大変お世話になった。検査料と怨霊費

入説費薬f~合計で、老人塁療なのでー額負握で十万近くでき毎んだ。町や盟命保

験料を相当捷わせてもらい、やっと元気立なちかけたところ、一年一年老いて

いく身、これからどうなるのか心密である。 (Sa' K) 

謀議!
あっという鶴に今年も終わろうとしています。今年を表す漢字は“犠円。悲

しくなってしまいます。

護かいのかも寒いのか、迷っている欝足踏走を逆え、轄の冷え込みが離しく

なっています。石鍵山誌雪化粧を鎗めていますが、我が家の北に連なる山々は

だまだ紅葉が美しく、秋告に染まっています。この並はlE馬子規が“王宮狩

りや主義き山々女連れ門とき永み、かつては松茸が訳出採れたといいます。伊予鉄、

平弁護えに村上蓋天子による匂縛があちます。当時、平井駅あたち誌松茸事場の

競ちで懸わっていたのだそうです。今では想録もできない長き時代の構景叱想、

いを警告せながら、電車の待ち時間を過ごしています。

幸運にも我が家はこむ秋、務めて小器深UJ諜谷の紅葉を堪能しました。;まう

じが持泣くを遺る選を選んでしまった為、来喜重装でガードレーんも未整繍の悪

路が長く続き夫に話しかけるのも欝蕗われる有識でしたが、あちとあち場る黄、

来、籍企立告み込まれ車ごと紅葉に染まってしまいそうな幻想的な註界を持感

することが出来ました。でも、あの素晴らしい岳然を排気ガスで持してしまっ

たことが串し訳なく、次試是非、徒歩でと考えています。

京都議定書が議決されて 10年になる今年、“不都合な真実門のアルーゴア誌と

気換変動に講する致時間パネル切にノーベル平和震が贈られ、インドネシ

ア.パワ議で詰彊運気鏡変動静組み条約締約霞会議(COP13)が二遊間立豆って

されました。京都議定警の第一約束嘉需が終7するおば年の後を見据え、

3年以薄の撞護化対策の枠程み交捗の造語方をまとめた行程表りてIJ.由一
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ドマップJ(J)妥結には、設界ーの C02排出器であ与ながら京都議定書かち離説

ている米罷と、今は割減義務のない途上爵の思惑が交錯し難航を揮めました。

その結果、文言は妥結されたものの、数髄は記載されませんでした。轄に器本

誌、米翠に参怒してもらう事が荷よ号大切として、“紳介役円になろうとした

行動や、自本邑芸ぎの削減に言及しなかった事などで拡鞄される場蕗が多かった

こと誌とても残念なことでした。

地球温護拾に寵しては襟々な設が宥号、あまり心配する必要は無いとする学

者が屠ること拭事実です。しかし、このととろ世界中で年々被害が大きくなる

台愚、ハリケーン、サイクロンの脅威や、水投の恐れのある島々、氷持難解の

進行、等々を耳iとする時、議暖化の影響を完全否定出来ないのであれば、実行

するべきごとの譲先嬢位は岳ずと見えてくる警です。 IPCC議長で経務学者で

ある Rパチャウワ長誌、将来の気謹上昇を入類に危換のないレぺんに艶える

ため立辻、議室効果ガスの排出量を現在の半分以下に減らさなければなちない

とし、 C02排出立経済的な痛みを伴う仕組みと排出の少ない技締に経務的な誘

引策を講じるなど普及を促す政策的枠組みを作ることに加えて、排出量取裂の

早急な礎立を訴えています。 5本政府法ハンガワ一政府かち排出枠を買うこと

を決めた撲ですが、まだ、まだ、欝内で持ij減の余擁立残っている撲で寵雑な想いで

す。一方、大規境事業所へOC02排出前減義務化と排出量取引輯獲の導入を打

ち出しだ東京都には経済界が?野本経済を破載させるj と激しく長発している

と言います。いつまでも、自分遣だけ;立地球謹譲告による被害者となることは

ないと考えているのでしょうか?激髄かつ愚かしいことです。関連環境計蕗

卵子JEP)が 10月に発表した地球環境と熊発立関する告話的な評錨報告書“第四

次地球環境撮説得E04)"で誌、毎年 200万人以上の人が大気汚染が露顕で死期

を早め、高麗上空むオゾン饗の“穴"~まこれまでで最大にな号、 2025 年までに

18嶺人が水不定になると予灘し、生物多議性も急速に箆下し 1的∞撞以上、

が絶滅の念機にあると報告し「人類む生存そのものが危機ピ瀕しているj と強

い警告を発しています。む持EP事務員長e スタイナー誌は「地球の環境変信

議模もペースも我々の遺Jit能力を上沼ちつつある。理状を変える技争詩的、社会

的なカLまある。走りえ主いの;立政治的、経ち専務ソーダーシップj と

す。

していま

タワーンエネルギーとして注霞さずLているパイオ黙料ですが、食撞.

競合、森林被壊、水資譲へのストレスなど問題点泣多いようです。特に、森林
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破壊法 C02を吸較してくれる筈C森の提設が剥き出しとなりメタンガスが放出

され火災がおこり C02を大量に発生するなど問題は深刻です。新たな線料を探

すことに麗心するより、燃料を少しでも減ちす生活を工夫することの方が大切

だと考えます。

先進留が途上国の産物を安い人件費で吸い上げるようなやり方は、環境破壊

だけでなく、紛争の火種にもなっています。武力や経済力で封じ込めた不満が

徐々にもっと大きな槽しみと怒りのエネルギーになって嬢発している様に思え

てな号ません。

自動車道整備より歩きたくなる歩道の整欝を!レジ袋を滅らすことは勿論賛

成ですが、その前にトレイやペットボトルなどのプラスチック容器の削減を!

ライトアップやイルミネーションで街を明るく飾るより、暖かくて明るい家族

毘嬢を!“お取り寄せ"より地産地梢の匂の食椋を!

人間は生態系の頂点に君臨しているとの勘違いはそろそろ改めなければ、今

まで私達の我俸にじっと謝えて支えてくれていた動植物が絶滅してしまった時、

私達も存在することは出来ないことに気付かなければ iと思うのです。

今日(12/20)薬害 C型肝炎原告留は留の和解穆正案を拒否し事実上和解協議は

決裂しました。“1977年に米国はフィブリノゲンの承認を取り消し、!日ミドリ

十字はそれを認識していたものの!日淳生省が認識していたかどうかは判然とし

ない。 1985年には!日厚生省が認識しているとの記載が有る。また 1988.6に!日

厚生省法製薬会社に緊急安全構報を出すよう指示。従って、 1985.......1988.6は霞

に責任が有るが、以後については医療行為上の責任は生じても霞の責任は無

い。"とする東京地裁判決に基づいた和解案を留が国持し全員一律救済への政

治決断に至らなかったためです。 1977年の段階で認識していて当然とは患いま

すが、余程無能だったのでしょうか?1988.6以捧については危険を認識してい

る薬を結果的に野放しにした責任は関われてしかるべきです。訴えなければ救

われない、訴えても救われない、この国はどうなっているのでしょう?本来な

ら留と製薬会社が被害者を探し、出向き、謝罪し、治療させて下さいと頼むべ

きことだと患うのです。療告簡の療を見ていると、この留に生まれて良かった

とは決して思えないのが樺しいのです。日本臨民であるととζ誇りを持てる様

な政治を強く望みます。

“蝶々はなぜ菜の葉にとまるのか"という表題と、ジャコウアゲハの一文が

あることに心越かれて、本を買いました。身近な構物の特性が響かれています。
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の、寵気で慎ましく、かつ強かな進也と遊窓講を読み進んでいくと、

これこそが生きる知惑だと惑心しました。私達人間試知識と需報を享受したか

わ与に短憲を失いつつあるようです。

私達夫婦は来年選麓を違えます。今までの:慌ただしい生活を卒業して、了寧

に時を紡いでいきたいものです。最近、若かった頃読んだ海外の書籍の薪訳本

が次々に出版されています。読み比べてみたいと患います。

ベランダに子した結がそろそろ出来上がってきました。冷凍して来年の夏食

べるのを楽しみにしています。

お知もせ

一、一一一

.2008年 1}事 7富 (FJよ笠艶i立盤金主林唱で総舎を持います。

金計報告および 2008年麗のj重義主計麗を行います。

総金轄7後、引き鏡憲章号年金{一品持ち寄ザ〉を行います。

1年!こー麓の総金です。芳韓お毒薬守合わせ長〉よご事参加下さい。

尉麓審の声@韓擁立どお待ちしています。

学

活動会 2000 ミ ∞。丹/年

(K.O.) 

援込先口産番号〈郵費高〉 くちしの学習会 01610-5-21開6

問い合わせ先 TELlFAX 鵠9一964一的56(林〉

鍾塞議運

私事ですが、今年 2月に夫の母が亡くな号ましたので、喪中葉蓄を書きま

た。新年は年禁状の来ない寂しいお正月となちそうです。メーんの発達した昨

今ですが、故輝かも離れた志!ことって年禁状培知人との檎ーの近読報告の機会

なっています。 2007d年も残ちわずか、皆議長いお年をお違え下さい。

e H) 
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